
西暦　　年　　月　　日

北海道自転車競技連盟

　下記選手のカテゴリー変更・登録を申請します。

※ 参考資料として提出する成績が多い場合は別紙に付けて下さい。（様式自由・参考レースは過去1年以内とします。）

※ 申請理由に関しては下記をご参照下さい。 

※ 新規登録の場合はＨＣＦライセンス番号及び、現在のカテゴリー欄は記載不要です。

※ 申請選手が多い場合は、この用紙をコピーしてください。

カテゴリー昇格・降格申請チーム名

書類作成責任者

連絡先 TEL・メールアドレス

作成者はチームの代表者としてください。チームに所属していない選手は個人での申請としてください。

上記選手のカテゴリー昇格・降格の検討と承認願います。
昇格・降格登録提出日 西暦 　年 月 日

新規登録の基準事項
新規登録の場合は男子の場合、高校卒業後から４０才までをＳ－４、４１～５４才までをＳ－５、６０才以上をＭ、高校生男子をＪ・高校生女子をＪＬ、

女子をL、中学生男子はＣ－１、中学生女子はＣ－Ｌ、小学校高学年をＣ－２、中学年をＣ－３、低学年をＣ－４、とします。

本書は、これら基準以外のクラスに登録若しくは変更する場合に使用します。

＜上記基準事項によらない場合で承認が認められる場合の例＞

●　新規登録
エリートクラスへの登録変更
・道外選手でＪＣＦライセンス保持者であり、実績が認められる者（道外からの転入者の場合などに適用、本書の提出が必要）

Ｓ－２への条件
・実績が認められる者（本書の提出必要）
実績例・・・道外のレース又は道内のＭＴＢ／シクロ・トライアスロン等上位入賞経験の実績をもち車連に認められた者

Ｓ－３への条件
・実績が認められる者（本書の提出必要）
実績例・・・道外のレース又は道内のＭＴＢ／シクロ・トライアスロン等の経験者（全くの初心者でないこと）

Mクラスの登録について
・カテゴリー「Ｍ1（ﾏｽﾀｰ）」は、６０歳～６４歳の者　　カテゴリー「Ｍ２（ﾏｽﾀｰ）」は、６５歳以上の者とする。

●　クラス・カテゴリー変更
・カテゴリー「Ｍ（ﾏｽﾀｰ）」の者で、レースで優勝し「Ｓ「ｼﾆｱ）」への変更を希望する場合＜Ｓ－４＞への変更を認める。

・カテゴリー「Ｌ（ﾚﾃﾞｨｰｽ）」の者で、レースで優勝し「Ｓ「ｼﾆｱ）」への変更を希望する場合＜Ｓ－３＞への変更を認める。

米変更が認められた場合は、ポイントは０精算されるが、シーズン終了時のカテゴリー変更作業の際、降格は無いものとする。

またカテゴリー変更後は年度が終了するまでもとのカテゴリーへは戻ることができないものとする。

■　申請先 北海道自転車競技連盟　トラック・ロード委員会
＜お問い合わせ　℡ 090-5229-9275＞ Ｅ-ｍａｉｌ：ch2e-hsnm@asahi-net.or.jp

　　トラック・ロード委員会　 委員長　蓮沼　英司

書式－３

カテゴリー変更・登録承認申請書

（フリガナ）
選手名

ＨＣＦ
ライセンス番号

現在の
カテゴリー

変更・新規登録
希望カテゴリー

新規登録での下記基準以外・変更登録
における各理由または大会成績等


	新窓口　⑤カテゴリー変更

